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5
月
下
旬
に
、
農
業
者
年
金
受
給

者
現
況
届
が
、
受
給
者
の
皆
さ
ん
あ

て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
載
し
、
期
限
ま
で
に
農
業
委
員
会

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
は
、
受
給
者
の
年
金
支
給

要
件
の
現
況
を
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。
期
限
内
に
提
出
が
な
い
場

合
は
、
11
月
か
ら
年
金
の
支
払
い
が

差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。
出
し
忘
れ
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限　

6
月
30
日
（
月
）

問
三
郷
総
合
支
所
内

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
77･

３
１
１
１

77･

６
０
６
０
）

　

市
で
は
、
長
野
県
弁
護
士
会
松
本

在
住
会
の
協
力
に
よ
り
、
無
料
法
律

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
法
律
の
知

識
を
必
要
と
す
る
相
談
に
弁
護
士
が

応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時　

6
月
12
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
場
所　

堀
金
総
合
支
所 

相
談
室

■
相
談
人
数　

８
人

■
相
談
時
間　

１
人
20
分

■
申
し
込
み　

6
月
5
日
（
木
）
の

午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先

着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
受

付
時
間
内
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
総
務
部
総
務
課
庶
務
係

　
（
71･

２
０
０
０

71･

５
０
０
０
）

　

市
議
会
6
月
定
例
会
が
次
の
と
お

り
開
会
さ
れ
ま
す
。

■
会
期　

6
月
5
日
（
木
）
～　
　

　
　
　

6
月
23
日
（
月
）

■
時
間　

午
前
10
時
開
会

■
場
所　

堀
金
総
合
支
所
（
３
階
）

問
堀
金
総
合
支
所
内
議
会
事
務
局

　
（
72･

３
１
０
６ 

71･

２
１
５
０
）

　

前
年
度
に
、
所
得
制
限
を
超
え
た

り
、
資
格
喪
失
が
理
由
で
、
児
童
手

当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
保
護
者

は
、
平
成
20
年
度
の
認
定
申
請
を
行

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
審
査
の
結
果
に

よ
り
、
6
月
か
ら
支
給
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
下
記

ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　

5
月
30
日
（
金
）

問
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
ま
た
は

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉

部
児
童
保
育
課

　
（
81
・０
７
２
７ 

81･

０
７
０
３
）

　

http://city.azum
ino.nagano.jp/

　

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
の

都
市
計
画
事
業
の
変
更
の
承
認
が
、

平
成
20
年
3
月
31
日
付
で
国
土
交
通

省
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
変
更

は
、
こ
れ
ま
で
事
業
承
認
が
な
さ
れ

て
い
た
区
域
に
つ
い
て
、
事
業
施
行

期
間
を
平
成
25
年
3
月
末
ま
で
延
長

す
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
関
係
図
書
は
、
都
市
建
設
部

国
営
公
園
対
策
室
に
お
い
て
縦
覧
し

て
い
ま
す
。

問
豊
科
総
合
支
所
内
都
市
建
設
部

　

国
営
公
園
対
策
室

　
（
72･

３
１
１
１ 

72･

８
３
４
０
）

Information

お

ら

せ

知

平
成
18
年
6
月
1
日
以
前
に
建
て

ら
れ
た
一
般
住
宅
は
、
平
成
21
年
6

月
1
日
ま
で
に
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

新
築
住
宅
は
既
に
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
各
消
防

署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
豊
科
消
防
署
（
72･

３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署
（
82･

３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署
（
78･

２
０
９
０
）

明
科
消
防
署
（
62･

２
９
９
２
）

安
曇
野
交
通
安
全
協
会
穂
高
支
部

は
、
運
転
免
許
更
新
者
を
対
象
に
特

定
任
意
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
講

習
会
を
受
講
す
る
と
、
更
新
時
の
講

習
が
免
除
と
な
り
ま
す
。

■
日
時　

6
月
5
日
（
木
）
午
後
7
時

（
受
付　

午
後
6
時
30
分
）

■
場
所　

穂
高
会
館 

第
二
会
議
室

■
対
象
者　

運
転
免
許
証
の
更
新
期

間
が
平
成
20
年
6
月
6
日
か
ら

12
月
5
日
の
人

※
70
歳
以
上
の
人
、
更
新
時
に
70
歳

に
な
る
人
は
、
高
齢
者
講
習
が
必

要
。
今
回
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

■
持
ち
物  

運
転
免
許
証 

筆
記
用
具

■
受
講
料　

１
、７
０
０
円

問
安
曇
野
警
察
署
穂
高
交
番
内

交
通
安
全
協
会
穂
高
支
部

（
82
・
２
１
５
７
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州
ふ
る
さ
と
づ
く

り
応
援
団
主
催
、
安
曇
野
の
原
風
景

を
巡
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
３
回

目
。
今
回
は
穂
高
の
小
岩
嶽
・
嵩た
け
の
す下

の
山
ろ
く
エ
リ
ア
に
て
、
古
い
街
並

み
や
小
岩
嶽
城
址
・
天
蚕
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
巡
り
歩
き
ま
す
。
昼
食
に
は

ぬ
か
く
ど
で
炊
い
た
お
に
ぎ
り
と
、

黒
豆
の
味
噌
汁
を
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時

　

6
月
15
日
（
日
）
小
雨
決
行

　

午
前
8
時
45
分
集
合
13
時
頃
解
散

■
場
所　

Ｖ
ｉ
ｆ
穂
高
北
側
駐
車
場

■
定
員　

60
人（
事
前
申
し
込
み
要
）

■
参
加
費 

無
料
（
昼
食
代
は
実
費
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州
ふ
る
さ
と
づ
く

　

り
応
援
団
安
曇
野
支
部

　
（
81･

１
３
２
５ 

81・１
２
８
０
）

人 権 コ ラ ム

お
忘
れ
な
く

農
業
者
年
金
受
給
者
現
況
届

無
料
法
律
相
談

議
会
６
月
定
例
会

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

特
定
任
意
講
習
会

第
３
回

ふ
る
さ
と
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

児
童
手
当
の
支
給
を

受
け
て
い
な
い
保
護
者
へ

　安曇野市男女共同参画計画が策定され、その
推進に向けて踏み出しました。
　計画には、人権尊重と男女平等を掲げました
が、人権も平等も 60 年も前から憲法に定めら
れており、学校教育でも社会教育でも勉強して、
誰でもが知っているはずのことです。しかし、
実際の暮らしの中では、その法に反するような、
差別や暴力などの人権にかかわる問題が起きた
り、知ってはいても、男女の平等も男女共同参
画も停滞気味です。 
　60 年の昔、農家の嫁は黙って働くのがよい
と言われ、女性の人権も地位も低い状況でし
た。その農家の暮らしや働き方を改善したいと
思い、身近な友達と共に「人間としてどう生き
たいのか」を柱に、さまざまな学習を重ねて話
しあい、家族や周りの人に呼びかけて、女性の
自立に向け、実践の活動を始めました。
　女性の身近な活動と社会参加で、女性自身が
力をつけて変わり、同時に男性の意識も変わっ
て、女性は家や社会で認められることで自立
し、意欲的に働けるようになりました。人は一
人では生きられないこの世の中です。共に支え
あう男女が、多様な分野での学習と社会参加の
中で、人間として自律した人格を持ち、精神的、
経済的、日常的に自立できて、共に責任も担え
るような人づくりと家庭や地域づくりとが願い
です。人権とか、男女共同参画の理念が「わか
っている」だけに止まらず、市民皆さまのお力
で実践推進ができることを願っています。 

お互いに認め合い
支えあう実践を

安曇野市男女共同参画社会
形成推進委員会長　　　　 

山田 安子

◇お詫びと訂正◇
広報あづみの「お知らせ版」NO.59（５月８日発行）
■４ページ・５月の納期の欄
休日納付窓口は５月４日（日）となっていますが、
直近の休日納付窓口は６月１日（日）となります。
■７ページ・「楽しい菊作り講座」申し込みの欄
【誤】５月 12 日（月）までに　
【正】５月 12 日（月）から
■８ページ・「郷土博物館講座」問い合わせの欄
【誤】  72･5572　【正】  72･5672　　
お詫びして訂正します。

「
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
」

都
市
計
画
事
業
の
変
更


